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令和５年第１回定例会　総括質疑・一般質問



１  議　員 一問一答方式

１ 　錦江湾横断道路の実現に向けて 市 長

副 市 長

（１） 　実施路線化に向けての取組 関 係 課 長

（２） 　垂水市のまちづくりについて

２ 　パワハラの防止対策について 市 長

副 市 長

（１） 　庁内におけるパワハラの実態について 関 係 課 長

（２） 　パワハラ防止対策について

ア 　パワハラのない職場環境づくりは

（３） 　市長の見解は

３ 　コロナ禍における消防職員の出動件数の現状について 市 長

副 市 長

（１） 　過去3年間の救急出動件数と市外搬送内訳について 関 係 課 長

（２） 　非番員の招集状況

（３） 　他市町村との比較と問題点

ア 　市外搬送が多いのではないか

（４） 　適正な定数について　

堀内　貴志
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２  議　員 一問一答方式

１ 　本市のデジタル化ついて 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

（２）

（３）

（４） 　デジタル化の推進について市長に伺う

２ 　定年延長と採用について 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

３ 　本市の婚姻件数及び出生数の問題について 市 長

副 市 長

（１） 　３年間の婚姻件数及び出生数の推移について伺う 関 係 課 長

（２）

４ 　転出超過について 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

前田　隆

　ＬＩＮＥ公式アカウントの利用状況と今後の機能拡大
について

　マイナカードの交付状況と利活用できる行政サービス
について

　交付率が地方交付税等の配分に影響と聞くが、説明と
本市への影響を伺う

　定員枠から定年延長と新規採用についてどう対応する
のか、また国の考え方はどう示されたのか伺う

　本市の婚姻及び出生の課題・対策について市長の所見
を伺う

　直近３年間の18歳から22歳までの転入者、転出者及び
人口について伺う
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（２）

（３）

５ 　公共施設への再エネ設備導入について 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

（２）

　若者の転出抑止策としてどんな対策や事業があるか、
その効果について伺う

　雇用の確保・拡充、楽しく集まる場所などが若者から
求められている。市長にこれに対する対応を伺う

　中央病院とコスモス苑の設置の進捗状況はどうなって
いるか。また、他施設への今後の方向性はどうなってい
るか伺う

　国の公共施設再エネ導入支援を活用した取組の考えは
ないか伺う
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３  議　員 一問一答方式

１ 　マイナンバーカード制度について 市 長

副 市 長

（１） 　カード申請推進・進捗について 関 係 課 長

（２） 　補正予算・新年度予算について

（３） 　利活用の情報提供を

（４） 　本市独自の利活用策は

２ 　1月下旬の寒波について 市 長

副 市 長

（１） 　対応をどのようにしたのか 教 育 長

関 係 課 長

（２） 　農作物の被害状況について

（３） 　被害の支援について

梅木　勇
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４  議　員 一問一答方式

１ 　風力発電について 市 長

副 市 長

（１） 　現在の状況と住民説明会の参加人員と反応は 関 係 課 長

（２） 　仮に今後計画が進んだ場合の税収や地域貢献について

２ 　出産子育て応援給付事業について 市 長

副 市 長

（１） 　市独自の給付追加の考えはないのか 関 係 課 長

３ 　牛根地区の保育園問題について 市 長

副 市 長

（１） 　市として今後の考え方は 関 係 課 長

（２） 　介護施設と保育園の複合施設について

（３） 　市全体の定員割れについて今後どうするのか

４ 　小売業への支援について 市 長

副 市 長

（１） 　商工業への創業支援と後継者支援の考え方は 関 係 課 長

５ 　市道元垂水原田線の完成予定は 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

（２） 　進捗が遅い理由は

新原　勇

　市木線進捗率と今年度の予定は。完成にどのくらいか
かりそうか
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６ 　小中学校給食無償化について 市 長

副 市 長

（１） 　県内の無償化の現状は 教 育 長

関 係 課 長

（２） 　無償化の実現の時期はいつからか
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５  議　員 一問一答方式

１ 　国体について 市 長

副 市 長

（１） 教 育 長

関 係 課 長

（２） 　会場にふるさと納税会場の設置はできないか

２ 　第５次総合計画の計画前倒しに関して 市 長

副 市 長

（１） 　議会における今後のスケジュールは 関 係 課 長

３ 　公共施設におけるベビールームの設置状況について 市 長

副 市 長

（１） 教 育 長

関 係 課 長

（２） 　設置が必要ではないか

４ 　個人情報保護法施行条例案及び情報公開条例改正案について 市 長

副 市 長

（１） 　個人情報と要配慮個人情報の違いはなにか 関 係 課 長

（２） 　要配慮個人情報に含まれない情報の取扱いについて

ア 　保護は適切に行われるのか

（３）

森　武一

　国体後を見据え市にフェンシングを定着させるための
取組状況及び考えは

　市内の公共施設におけるおむつ台・授乳室の設置状況
は

　「競争上の地位その他正当な利益を害するおそれがあ
るもの」、「率直な意見の交換」について
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５ 　廃止された噴火緊急速報メールの代替について 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

６ 　辺田地区における河川及び護岸の整備について 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

　昨年末に廃止された気象庁の噴火緊急速報メールの本
市の代替サービスの状況は

　辺田川河口及び大中野の護岸並びに仏石川の整備の状
況は
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６  議　員 一問一答方式

１ 　市政について 市 長

副 市 長

（１） 　都市下水路事業について 教 育 長

関 係 課 長

（２） 　マイナンバーカードについて

ア 　交付円滑化事業について

イ 　普及策について

ウ 　デジタル化について

（３） 　訪問給食サービスについて

（４） 　たるたるおでかけチケットについて

（５） 　学校給食費無償化について

ア 　学校給食費の一部補助の内容について

イ

（６） 　再生可能エネルギー利用拡大について

池山　節夫

　学校給食費無償化の時期についての市長の考え方
は
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７  議　員 一問一答方式

総括質疑・質問

１ 　選挙のあり方について 市 長

副 市 長

（１） 　選挙の意義についての見解 関 係 課 長

（２） 　企業・団体献金についての見解

２ 市 長

副 市 長

関 係 課 長

（１）

（２）

３ 市 長

副 市 長

関 係 課 長

（１） 　保育料の負担軽減（０～２歳も無償化に）への取組を

ア 　所得制限（非課税世帯は無料）の撤廃を

４ 市 長

副 市 長

関 係 課 長

持留　良一

　加齢にともなう難聴者支援問題～支援で日常生活を快適に、安
心な生活を

　市内事業者、市民生活、農家等の実態の把握と認識は
できているのか

　どのような施策が必要か、また、求められているの
か、どのように検討されているのか
　例-農家等への支援。生活支援策（生活困窮世帯等へ直
接給付）。税制面での控除の案内等～障がい者、特別障
がい者控除等。手当の案内～特別障がい者手当等）の活
用による負担の軽減策等。「おでかけチケット」の改善
など

　子育て支援策の充実～安心して生み育てる環境・子育て世帯に
優しい魅力ある自治体をさらに目指して

　物価高騰対策問題～深刻な物価高騰から暮らしと経済を守り、
立て直すことが政治の責任
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（１）

（２）

５ 　土木行政について 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

（２） 　「インクルーシブ公園」への取組は

　上水之上地区の「内水氾濫」の現状はどうなっている
のか

　「日本補聴器工業会」のアンケート調査についての感
想・見解について

　鹿児島県でも曽於市がスタートした。前回の質問時よ
りも広がり、全国では120自治体まで広がってきている。
今後の方向は
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８  議　員 一問一答方式

１ 　販路拡大支援事業について 市 長

副 市 長

（１） 　ＪＡＬとの連携事業における取組について 関 係 課 長

（２） 　客室乗務員によるお仕事講演会について

（３） 　その他の事業内容について

２ 　小谷地区排水溝について 市 長

副 市 長

（１） 　管理状況と対策について 関 係 課 長

３ 　福祉行政について 市 長

副 市 長

（１） 　ペアレントプログラムの調査結果について 関 係 課 長

（２） 　訪問給食サービスの現状及び課題について

（３） 　高齢者等ＳＯＳネットワーク事業について

池田　みすず
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９  議　員 一問一答方式

１ 　垂水市長等の給与に関する改正条例について 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

（２） 　不明金の原因が判明した際の対応は

２ 　垂水小学校の校歌と松食い虫対策について 市 長

副 市 長

（１） 教 育 長

関 係 課 長

（２） 　垂水小学校の校詞を教育活動にどう活かしているか

３ 　文化財周辺の樹木について 市 長

副 市 長

（１） 　島津家墓所市道沿いの大木について 教 育 長

関 係 課 長

（２） 　島津家墓所のブロック塀について

　この改正案について不明金（285万円）相当に値するの
か。これで市長の責任を果たしたのか

北方　貞明

　垂水小学校の校歌の歌詞「城山松の下陰の」松の保存
と現状について
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10  議　員 一問一答方式

１ 　空き家の有効活用・特定空き家の活用について 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

（２） 　市道山之手線（通称・園道）沿いの廃屋への対応は

（３）

（４）

（５）

２ 　旧牛根中央クリニックについて 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

（２） 　牛根地区の医療体制をどのように担保していくのか

３ 　牛根地区の老健施設について 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

　居住可能物件について（新城・牛根地区）を中心に利
活用を図るためにワーキンググループが開かれている
が、内容について伺う。また、一部修繕すれば利活用で
きる物件についても所有者、相続権者の意向を調査すべ
きと考えるが見解は

　特定空き家について空き家対策特別措置法に基づき所
有者に適切な管理や修繕を求めたうえで勧告し、解体を
進めるべきだと考えるが見解は

　勧告することで固定資産税の特別措置を外すことがで
きると考えるが見解は

　民法の一部改正・不動産登記法の改正、相続登記の義
務化、住所変更登記の義務化、相続土地の国庫帰属等施
行されていくが、情報収集、研修会開催の考えは。ま
た、マンパワーの不足が懸念されるが、職員の充足は

　令和元年８月に寄付採納されたが、いまだ活用されて
いない。今までの経緯と今後の活用は

　グループホーム「ゆうきのなぎさ」が本年３月末を
もって閉鎖されるが、対応は

感王寺　耕造
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４ 　旧牛根中、協和中について 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

（２） 　地域住民の意向調査は

５ 　職員のストレス軽減対策について 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

（２）

６ 　水源確保対策事業について 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

７ 　インボイス制度について 市 長

副 市 長

（１） 関 係 課 長

　平成22年３月末日、閉校したが何ら活用されていな
い。今後の利活用・売却等の考えは

　現在数名の職員が病気休暇中であるが、職員の健康を
担保する対応になっているのか

　予算復活の要望を畜産農家から受けているが、予算措
置の考えは

　申請が３月31日に迫っているが、対象者への説明会等
今後の対応は

　病気発症前に兆候を見つけられる体制を早急につくる
べきでは
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11  議　員 一問一答方式

１ 　農林業振興について 市 長

副 市 長

（１） 　林道点検診断保全事業について 関 係 課 長

（２） 　多面的機能支払推進事業について

２ 　水産業振興について 市 長

副 市 長

（１） 　水産業への今後の取組について 関 係 課 長

（２） 　ブリの価格と今後の状況について

３ 　デジタル無線システム更新事業について 市 長

副 市 長

（１） 　消防本部の更新について 関 係 課 長

４ 　訪問給食サービス事業について 市 長

副 市 長

（１） 　事業の拡充について 関 係 課 長

５ 　市政について 市 長

副 市 長

（１） 　３期12年の総括について 関 係 課 長

（２） 　市長の思いについて

川畑　三郎

16


